
FUJIは、創業以来培ってきた精密技術と、挑戦し続ける姿勢である「innovative 

spirit」を原動力に、電子機器、半導体、AI、車載分野をはじめとする幅広い産業の

発展を支えてきました。

その間も、テクノロジーの進化は、人々の暮らしや産業のあり方に大きな変化をもた

らしており、その潮流は今後も続いていきます。

私たちは、こうした社会や産業の変化を新たな価値創造の機会と捉え、実装技術、

自動化技術、ロボティクスの深化を通じて、お客様とともに次世代のものづくりを 

切り拓きます。

そして、世界中の産業基盤の発展に貢献することで、その先にある安全・安心で 

持続可能な社会と、人々の心豊かな暮らしの実現を目指します。

人々の 心豊かな 暮らしのために

世界中のものづくりを進化させ、
その先の豊かさを創る

企業理念

コーポレートメッセージ

パーパス

わたしたちの価値観
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編集方針
本報告書は、FUJIグループの経営戦略および財務情報・非財務情報に 
ついて、株主様、お客様、お取引先様、従業員、地域社会をはじめとする 
ステークホルダーの皆様に理解を深めていただくとともに、対話のツール
としてご活用いただくことを目的としています。
2025年度版では、FUJIの中長期的な企業価値向上への道筋を示すこと
を重視しました。トップメッセージでは次の成長領域を創出する経営の方
向性を、CFOメッセージでは資本コストや資本効率、キャッシュアロケー
ション、株主還元を含む財務資本戦略を詳述しています。成長戦略では、
高速・高精度実装や自動化を支える技術力、製品開発力、グローバルな販
売・サービス体制など、FUJIの競争優位性を示しました。あわせて、環境、
人的資本、サプライチェーン、ガバナンスに関する情報を拡充しています。
当社は、今後も事業活動を通じた社会課題の解決と情報開示の拡充に 
取り組み、ステークホルダーの皆様との対話を深めることで、企業価値の
向上に努めてまいります。

報告対象範囲
株式会社F U J I を中心に、グループ会社18社の活動について報告しています。
一部は株式会社F U J I 単体の内容です。

報告対象期間
2025年度（2025年4月1日～2026年3月31日）
一部2026年度の情報も含みます。

見通しに関する注意事項
本報告書を作成するにあたっては正確性を期すために慎重に行っておりま
すが、完全性を保証するものではありません。本報告書の情報によって生じ
た障害や損害については、当社は一切責任を負いません。
また本報告書に含まれる業績予測ならびに将来予測は、本報告書作成時
点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスク
や不確実性が含まれています。そのため、事業環境の変化などのさまざまな
要因により実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは大きく
異なる場合があります。

参考にしたガイドライン
経済産業省

「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス2.0」
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サーバー

FUJIグループの製品 FUJIグループの製品によってつくられるもの

人々の暮らしとFUJI

事業内容

介護ロボットDBシリーズ スマートロッカー
システムスマートフォンや家電

製品、自動車などの中
に搭載されている電子
基板に半導体や電子部
品を高速かつ高精度に
取り付けるロボット

金属素材を切削・加
工し、自動車や産業
用機械などを構成
する高精度な部品
をつくり出す機械

介護・物流など
幅 広 い 分 野で
人々の暮らしに 
寄り添う製品・
サービスを提供

半導体製造の後工程
において、ウェハから切
り出したダイ（半導体素
子）をパッケージに収納
するために基板に貼り
付ける装置

電子部品実装ロボット（マウンター）

船

飛行機

通信衛星

農業機械

通信基地局

バス 自動車

電車

半導体製造装置（ダイボンダ） 工作機械 ライフサポート
正面2スピンドル旋盤

エアコン

タブレット

複合機

パソコン

産業用機械

冷蔵庫

テレビ
ゲーム機

スマートフォン

建設機械
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ものづくり くらし みらい

スマートフォンや自動車、AIサーバーなど、私たちの暮らしや産業
を支えるさまざまな製品には、電子基板や半導体が欠かせませ
ん。FUJIは、電子部品実装ロボットや半導体製造装置を通じて、
これらの生産を支えています。高精度・高速な生産技術で、お客
様の生産性と品質の向上に貢献し、世界のものづくりの発展を 
後押ししています。

産業を支える

ものづくりで培ったロボット・自動化技術を、人々の暮らしを 
支える分野へと広げています。スマートロッカーシステムによ
る物流の効率化や、介護ロボットによる介護・医療現場の負担
軽減など、人手不足や高齢化といった社会課題の解決に向け、 
新たなソリューションを提供しています。

暮らしを支える

ロボット、自動化、画像認識など、FUJIが培ってきた技術を基盤
に、新たな領域への挑戦を続けています。社会や産業の変化を
捉えながら技術の可能性を広げ、次世代のものづくりや暮らしに
繋がる新たな価値の創出を通じて、社会の発展とFUJIの持続的
な成長を目指します。

次世代を創る

人々の暮らしとFUJI
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株式会社 ＦＵＪＩは世の中の電子機器の発展に欠かせない電子部品実装ロボットのリーディングカンパニーです。

企業・人材 収益・財務 グローバル 技術・開発

創業

1959年
売上高

1,806億円
（2026年3月期）

海外売上高比率

90%以上
（2026年3月期） 国内外

特許登録件数

7,000件
以上

（2026年3月末時点）

連結従業員数

3,132名
（2026年3月末時点）

営業利益率

16.2%
（2026年3月期） セールス・サービス

ネットワーク

世界100拠点
以上

研究開発費

85億円
（2026年3月期）

外国人雇用率

24.4%
（2026年3月末時点）

自己資本比率

83.5%
（2026年3月末時点）

製品導入実績

70カ国

以上 製品開発を
支える

要素技術開発
×

オープン
イノベーション

電子部品実装ロボット 世界トップクラスのシェア
数字で見るFUJI
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1959年の創業以来、FUJIは社会や産業の変化を成長の機会と捉え、幾多の困難を技術革新で乗り越えながら挑戦を続けてきました。
その原動力となったのは、創業時から受け継がれる「現場から生まれる発明力」と「お客様に応える誠心誠意」の精神です。
この創業から受け継がれるDNAこそが、FUJIの「innovative spirit」です。
創業期のものづくりへの情熱は、電子部品実装ロボットをはじめとする世界トップクラスの技術へと発展し、
現在では、自動化やスマートファクトリー、そして社会課題の解決につながる新たな領域へと広がっています。
変化を恐れず挑戦を続ける企業文化は、時代を超えて受け継がれ、
これからも持続的な企業価値向上の原動力であり続けます。

FUJIの歩み ― 社会・産業の変化を、成長の力に ―

フィーチャーフォン
デジタルカメラ
ノートPC
薄型テレビ

スマートフォン
自動車の電装化

AI

自動車

過去
最高業績

1959年
創業

社会課題デスクトップPC

ポータブル
オーディオプレーヤー

売上高推移

2016年
　スマートロッカーシステム　　
　Quist完成
　介護ロボット
　Hug完成

2003年
　モジュール型
　高速多機能装着機NXT完成

2019年
　FUJI Smart Factory Platform
　NXTR Sモデル完成

2022年
　FUJI Smart Factory Platform
　NXTR Aモデル完成

1978年
　電子部品自動挿入機
　BA完成

1959年
　油圧式単能機
　FS完成

1994年
　超高速装着機CP-6完成

社会・
産業の変化

製品の変遷

1970 1980 1990 2000 2010 2020

 ITバブル
崩壊

リーマン
ショック

東京証券
取引所

プライム市場への
移行

ファスフォード
テクノロジ
株式会社の

完全子会社化

社名を
「株式会社ＦＵＪＩ」

へ変更
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